
 
 
 
 
 
報道関係者各位 

2016年 6月 2日 
森ビル株式会社 

 
講師陣に LIXIL グループ藤森義明氏や建築家隈研吾氏を迎え 

「日本元気塾」第 5期、2016 年 9月に開講 
～7月 19 日まで塾生募集中～ 

 
森ビル株式会社が運営する社会人向け教育機関「アカデミーヒルズ」（理事長 竹中 平蔵）は、

2016 年 9 月より「日本元気塾（にっぽんげんきじゅく）第 5期」(塾長 米倉 誠一郎)を開講し

ます。今期は、第一線で活躍する講師陣※1に、新たに“経営のプロ”といわれる藤森義明氏（LIXIL

グループ取締役代表執行役社長兼 CEO）を迎え、7ヶ月間にわたり開催予定です。 
 

日本元気塾第 5期は、新講師に“経営のプロ”

といわれる藤森義明氏（LIXIL グループ取締役

代表執行役社長兼 CEO）を迎え、日本元気塾塾

長の米倉誠一郎氏（一橋大学イノベーション研

究センター教授）、Francfranc を世界展開する

髙島郁夫氏（株式会社バルス 代表取締役社長）、

北陸新幹線のデザイン監修が話題の工業デザイ

ナー奥山清行氏（KEN OKUYAMA DESIGN 代表）の

4 氏によるゼミを開講。さらに、新国立競技場デザインを手がける隈研吾氏の特別講義も開催

します。各界の第一線で活躍する講師陣が、じっくり 7 ヶ月間参加者と向き合う、日本古来の

「塾」スタイルが「日本元気塾」だけの魅力です。 

藤森氏は、米国 GE において「伝説の経営者」と言われるジャック・ウェルチ氏からマネジメ

ント/リーダーシップを学んだ経営のプロ。その藤森氏から直接“藤森流マネジメント”を学べ

る貴重な機会です。なお、藤森氏が社会人向けに教鞭をとるのは今回が初めてとなります。 

 

 

 

 

 

 

※1 講師の紹介は 2ページをご覧ください。※2セミナー詳細は 3ページをご覧ください。 

 

 

 

 

  

【取材・掲載の問合せ】 

森ビル株式会社 アカデミーヒルズスクール事務局 佐野・小林 

TEL:03-6406-6200  FAX：03-6406-9350 

住所：東京都港区六本木 6丁目 10 番 1 号 六本木ヒルズ森タワー49 階 

E-mail：biz@academyhills.com 

7/8（金） 4 人の講師によるプレセミナー開催決定！ 

開講に先立ち、7月 8日（金）に、4人の講師が一堂に集まる「日本元気塾第 5期プレセミ
ナー(有料)※2」を開催します。「ニッポンを元気にする」ためにどうすればいいか、4 人の
講師が本気で語り合う 2 時間のパネルトークセッションです。 



【日本元気塾とは】 
幕末の「松下村塾」の現代版を目指し 2009 年に第 1 期を開講。「そもそも人間一人ひとりが

元気でなければ、国が元気なわけがない」という米倉誠一郎塾長の想いから、「人が人に熱い思

いを伝える」日本古来の「塾」という形式にこだわります。 

知識には言葉にできる「形式知」と、言葉にできない「暗黙知」があります。日本元気塾は

講師と共に活動することで、生き様や仕事の流儀などの「暗黙知」を間近で学び、「実現力」「行

動力」を身につける場であり、現状の仕事や自分に満足することなく、新しい一歩を自分の足

で踏み出せるようになるための学びの場です。これまで卒塾した約 400 名は、日本元気塾をき

っかけに、独立・起業、NPO 法人の立ち上げ、地域イベント企画開催、企業内の新プロジェクト

実施など、日本を元気にするべく各分野で活躍しています。 

 

【アカデミーヒルズ 日本元気塾第 5期 実施概要】 

■塾長   米倉 誠一郎（一橋大学イノベーション研究センター教授） 

■講師   藤森 義明（LIXIL グループ取締役代表執行役社長兼 CEO） 

髙島 郁夫（株式会社バルス 代表取締役社長） 

      奥山 清行（KEN OKUYAMA DESIGN 代表） 

      特別講師：隈 研吾／為末 大／遠藤 謙（会期中に特別講義を実施） 

■期間   7 ヶ月（2016 年 9 月～2017 年 3 月）/選択ゼミ 5回＋共通ゼミ 5回  

■会場   アカデミーヒルズ（東京都港区六本木 6-10-1 六本木ヒルズ森タワー49 階） 

■定員   約 100 名（各ゼミ 25 名） ※選考あり（エントリーシートによる選考）  

■受講料  216,000 円（税込み） 

 ■お申込  Web にて受付 http://www.academyhills.com/school/genki/index.html 
 ■締切   7 月 19 日（火） 
 

【選択ゼミ】  受講者は応募時に 1つのゼミを選択します。2時間×5回（奥山ゼミは 3時間×3回） 
 
◆米倉ゼミ◆      

  
 

 
 
 
 
 

◆藤森ゼミ◆      
 

 

 

 

 

◆髙島ゼミ◆     
  
 

 

 
 

◆奥山ゼミ◆      
   

 

 

 

 

 

講師：米倉 誠一郎（日本元気塾塾長/一橋大学イノベーション研究センター教授） 
日本におけるイノベーション研究の第一人者。“今の日本に足りないのは勇気とスピード

だけ”と、イノベーションの重要性を説く講義は、トップ経営者から中高生まで絶大な人

気を誇る。若きイノベーターの支援者としても、世界を叉にかけて奔走している。 

 

講師：髙島 郁夫（株式会社バルス 代表取締役社長） 
Francfranc を中心に、ライフスタイル提案型のセレクトショップを展開。 

1990 年に起業して以来、上場や海外進出等、マーケットの第一線で経営の舵取りをしてきた。

成功だけでなく失敗も共有する指導スタイルで、次世代のリーダーに本物の経営を伝える。 

講師：藤森 義明（LIXIL グループ取締役代表執行役社長兼 CEO） 
アジア人初の米国 GE の上席副社長をつとめ、ジャック・ウェルチ氏から直接マネジメント

／リーダーシップを学んだ経営のプロフェッショナル。「変革の裏側にあるドラマやリアル

な体験談も含め“藤森 Way”を知ってもらえる機会だと思う」とのコメント。 

講師：奥山 清行（工業デザイナー/KEN OKUYAMA DESIGN 代表） 
フェラーリ・エンツォのデザインで、その名を世に轟かせた。最近では北陸新幹線のデザ

イン監修や、有田焼創業 400 年のプロデュースで北野武、隈研吾、佐藤可士和らトップク

リエイターの作品をパリで発表。世界を飛び回る超多忙な日々を送っている。 

テーマ：ビジョン構築とイノベーションの重要性を学ぶ 
対象：あるべき姿を描きながら、現状を打破する勇気のある人 

テーマ：藤森流“マネジメント”に学ぶ 変革を起こすリーダーシップ 
対象：今の自分から「変わりたい」と強く思っている人 

テーマ：成長を続ける企業の経営論。「起業」から「成長」へ 
対象：それぞれの世界で革新を起こそうとしている人 

テーマ：ものづくり発のビジネスデザイン。ことば・コンセプト・議論 
対象：新しいものや新しいビジネスをつくり出したい人 



【共通セッション】  受講者全員が共通で受講できる講義です。 
 
○米倉塾長 初回講義 
日本と世界の現状分析、日本を元気にするためにどうすればよいか、

日本元気塾で目指すものは何か、米倉塾長からメッセージを伝えま

す。 
 
○元気塾ファミリー講師特別講義 
隈研吾（建築家）、為末大（元プロ陸上選手）、遠藤謙（エンジニア）

ら過去元気塾でゼミを受け持ったことのある「日本元気塾ファミリ

ー講師」の特別講義を実施します。 
 
○卒塾課題発表会 
日本を元気にするために何かできるか、参加者が自身のアクション

プランを発表する場です。 
 
その他プログラム含め、全 5回を予定。 
 
 
【日本元気塾プレセミナー】 
応募の前に、日本元気塾の講師の考えにふれる機会をもってもらうため、プレセミナーを開催

します。 
 
「僕らが挑戦する理由（わけ）」（仮） 
 
日時：2016年 7月 8日 (金)  19:00～21:00 
講師：米倉 誠一郎（一橋大学イノベーション研究センター教授） 
   藤森 義明（LIXIL グループ取締役代表執行役社長兼 CEO） 

髙島 郁夫（株式会社バルス代表取締役社長） 
   奥山 清行（KEN OKUYAMA DESIGN代表） 
受講料：2,000円（税込） 
 

  
 

 
   

 

 

 

 

【アカデミーヒルズ  http://www.academyhills.com】 

森ビルは、「都市を創り、都市を育む」をテーマに、ハードとソフトの両面から都市づくりに取

り組んでいます。「都市を育む」取り組みの一つとして、森ビルが運営するアカデミーヒルズは

“自律的に自立する個人の支援”をミッションに、「Roppongi BIZ」などを運営する「スクール

事業」、会員制図書館を運営する「ライブラリー事業」、貸しホール・貸会議室を運営する「フ

ォーラム事業」の 3 つの機能を軸に、都市生活者に対して「知的活動の場」と「教育の機会」

を提供しております。 

本講演は、2016 年9 月から日本元気塾第5 期に臨む4 人の講師が「ニッポンを元気にする」
ためにどうすればいいか、本気で語り合う2 時間のパネルトークセッションです。 
「コンフォートゾーンにいたら成長できない」（藤森氏）「成長を続けるには必ずイノベーシ

ョンや経営システムの転換が必要。その成否は過去との決別にある」（髙島氏）と語るよう

に、トップランナー４人が、常に未来を見据え新しい世界へ漕ぎだすプロセス、挑戦し続け

る原動力は何か、具体的なビジネスの体験をもとに、語っていただきます。 


